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黒岩知事の注目政策をめぐり、2つの委員会が一時中断1・・今後4年の方針を徹底的に追及

神奈川†く：

委員長梅沢裕之

西　区

加藤元弥

多摩区
上井りゆうすけ

区掩榛原香南
細谷政審

巨十五吉日宣
戦の予簿の編成
澱有紺鹿の管理
県行政全般の縁語計画♂）策定
市町相との連絡調整

▲墓地畢策

県政運営の羅針盤「総合計画」
を実行するために…

県には、総合計画という、県政運
営の基本となる計画があり、それ
に基づいた施策を進めることにな
っています。（自治基本条例）

、ぐHECKPOINT

lエネルギー政策など、選挙の際
に掲げた知事独自の政策がある

『本会議にて知事は、これらの政

策を「総合計画とは別のプロジェ
クトとして進めていく耳現在の計

画のまま、見直すつも研まないj
と発言
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東日本大震災の後、神奈川県：
の課題にも変化が出てきてい；
る。エネルギー施策・震災対策：
などを含め、を蓬木賃悪さ㌻濁軌ノ…

をずるべきだ　　　　　　　：
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今回の大震災によるエネルギ：
一環境など、社会環境だ）変化を；

受けて、改めて点検を行い、　…

碁蔓葦罵番圭を行－きて窯いりま；
も箋　　　　　　摘臓半欝　発言）：
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港南区
紅絹箆軸生秀昭

金沢区

国書一一一夫

相模原市中央区　　　海老名市

河本文雄　　　　　長田運治
ノ‾－‾・一一、、

小路掠市

守犀輝彦

十十有料再享

環境保全廃棄物処理対篭

∵撮行政の総合的推進
・農林水産業の振興と指導

・環境農政局などの仕耳について

注目のエネルギー施策
ソーラープロジェクトの進行状況

和事は、「200万戸分のソーラー
パネルを4年以内に設置する」と

表明しています。

、ぐHECK POINT

¶知事が就任して3カ月＝いまだ、

その具体的な簸換▲方策■方針が

示されていない。
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ソーラーパネルの急速な設置：
拡大は、予算も関係する塵要な…
間．敬二　　　　　　　　　　　：

．・．㍉∵二、・　　　　二　三

示音か、はっきりとして空し巨一；
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9月か王始まる議会にて、　…

具体的な取観み内容などを　：

示します。　（副葉汀事　発言H
t
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3カ月で、ようやく一十歩前進。

県民生活に係るプロジェクト

喜ですから、説明を十分にし
てもらい、情報公開をしてい

かなければなりません。
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．
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萎
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台
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に
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踏
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．
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齢
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に
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検
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て
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．
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用
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に
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て
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に
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て
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に
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て

1
．
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中
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て
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震災から6カ月…神奈川県の防災対策は

受付時間：当日

ロ本会護

政策調査課調査情報グループ
045－219－7564

□常任章魚会t特別委員会・決算特別委鼻会

議事課委員会グループ
045－210－7546
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被災地視察

神奈川県公立高等学校入学者選抜制度
改善方針案が示されました。

◎誓去∵三雲買欝寺宝吏号て
t提案された内容
・中学校から県立高校への推薦入学廃止
・複数の機会が与えられていた入試が、

1回のみの入試機会に
・学校独自の入試問題は作成せず、共通の

入試問題に
・定時性・通信制も定員の8割までは、

共通の入試日において選考

→今後も検討を重ねるよう要望

本県では高等学校への

進学率が98％

生徒たちが基本的学力、

基本的知識を確実に身に
つけられるよう主眼を置く
べきであると考えます。

・諸賢㍉ 
’一三一一十　　た‾ご■こ　宗野　‾．＿■・二一一・‾闊既a駁　　　　ヨ臣 

昨年度より、タンデムマス法による新生児 マス・スクリーニング検査を推進するよう 議会で取り上げています。 

き 

暮発言内容 
・検査実施に向けた検討状況と今後の 

二十、　誓・1．て…二子雫撃＿・■・f≡；‾二．－；　取組みについて 

現在6疾患を対象に行って■知事発言 いる検査がタンデムマス法・県内のすべての新生児が検査を受けられ を使用することにより、20るよう、今年度後半の事業開始を目指す 

種類以上の疾患について、 

先天性代謝異常検査が可能　→充実した事業の実施に取り組む 
になります。　　　　　　　よう要望 

放
射
能
被
害

今
般
、
文
部
科
学
省
の
調
査
依

頼
を
受
け
て
、
県
施
設
十
二
カ
所

に
お
い
て
、
空
間
放
射
線
量
が
測

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
わ
が

会
派
が
求
め
た
よ
う
に
、
本
県
独

自
の
取
組
と
し
て
統
一
的
な
検
査

体
制
を
も
っ
て
県
内
各
市
町
村
に

お
い
て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
い

、
住
民
不
安
の
解
消
に
向
け
て
対

応
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
食
品
に
つ
い
て
も
同
様

に
検
査
体
制
の
充
実
に
努
め
、
検

査
結
果
を
公
表
し
、
県
民
の
安
全

・
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
県
内

産
茶
葉
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
、
あ
る
い
は
被
災
地
の
肉

牛
か
ら
同
様
に
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
た
事
例
か
ら
食
品
に
対
す

る
県
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
汚
染
さ

れ
た
食
品
が
流
通
し
な
い
よ
う
迅

速
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
出

荷
停
止
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
生

産
者
等
に
対
し
て
は
、
十
分
な
補

償
と
風
評
被
害
の
防
止
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
国
に
対
し
て
対
応
を
求

め
て
い
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し

た。災
害
時
に
ケ
ガ
を
し
た
、

そ
の
時
…

本
県
に
お
い
て
、
災
害
医
療
の

中
心
的
役
割
を
担
う
災
害
拠
点
病

院
は
現
在
、
三
十
三
の
医
療
機
関

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度

の
震
災
に
お
い
て
、
建
物
そ
の
も

の
の
耐
震
化
の
み
な
ら
ず
、
津
波

対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面

に
お
け
る
整
備
に
加
え
、
災
害
拠

点
病
院
間
の
　
〝
連
携
″
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
院
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
災

害
時
医
療
救
護
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
医
薬

品
や
食
料
等
の
備
蓄
、
さ
ら
に
は

自
家
発
電
装
置
を
動
か
す
た
め
の

燃
料
の
備
蓄
な
ど
ん
い
つ
い
て
も

、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
を
加

え
、
万
全
の
体
制
を
整
備
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

災
害
震
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

報

　

　

告

5
月
に
　
「
震
災
対
策
調
査
特
別
委

員
会
」
　
を
設
置
し
て
か
ら
現
在
ま
で

の
議
論
・
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

正
副
議
長
へ
中
間
報
告
し
ま
し
た
。

自
民
党
が
指
摘
∴
し
た
主
な
課
題

放
射
能
測
定
の
強
化
及
び
情
報
開
示

放
射
能
被
害
茶
葉
生
産
者
の
支
援

放
射
能
汚
染
下
水
道
汚
泥
対
策

液
状
化
被
害
支
援

L
E
D
普
及

市
町
村
等
と
の
連
携
強
化

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

帰
宅
困
難
者
対
策

県
有
施
設
防
災
対
策
の
強
化

今
回
の
大
地
震
を
教
訓
と
し
た
取
組

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
の

施
策
展
開
の
行
程
も
見
え
て
こ
な
い
状

況
で
す
。
我
々
は
、
今
後
も
神
奈
川
県

の
取
組
み
を
注
視
し
、
県
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
様
々

な
審
議
を
尽
く
し
ま
す
。

7
月
下
旬
、
自
民
党
県
議
団
の

有
志
二
十
四
名
で
、
宮
城
県
へ
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

到
着
後
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

石
巻
漁
港
を
は
じ
め
と
す
る
石
巻

市
内
・
女
川
町
の
街
の
様
子
を
見

学
。
そ
の
後
、
被
災
者
の
方
々
か

ら
津
波
の
体
験
談
や
防
災
に
つ
い

援て
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
し
た
女
川
町
の
ホ
テ

ル
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
警
備
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
警
察
関
係
の
方
々
が
宿
泊
さ

れ
て
い
て
、
遠
方
で
は
九
州
か
ら

の
車
両
も
あ
り
、
日
本
の
「
締
」
を

感
じ
ま
し
た
。

翌
日
は
女
川
原
発
へ
。
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
視
察

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
一
東
北
・
日
本
の
復
興

に
向
け
て
の
支
援
を
継
続
し
、
県

内
の
災
害
対
策
に
努
め
ま
す
。


